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概要
国立情報学研究所クラウド支援室では「大学 DX勉強会」を開催し、実際に大学で DXを推進している現場の方
からの取り組み紹介とそれをもとにした情報交換、さらに、参加者全員での議論を通して大学 DX推進に向けた課
題を共有している。本稿では、これまで 2回開催した本勉強会での議論やアンケート結果等から大学 DX推進に向
けた課題を整理する。また、クラウドは DX推進のインフラとして必須であるが、大学で、特に初めて導入を検討
する際は、クラウドの選択、調達、およびセキュリティの確保が課題となる。本セッションでは、大学 DX推進に
向けてのクラウド導入の課題を議論する。

1 はじめに
大学・研究機関（以下「大学等」）のみならず社会活
動においても、DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）の推進は重要な課題であり、その解決策としてク
ラウドへの期待が高まっている。
国立情報学研究所クラウド支援室では「大学 DX勉
強会」を開催し、実際に大学で DXを推進している現
場の方からの取り組み紹介とそれをもとにした情報交
換、さらに、参加者全員での議論を通して大学 DX推
進に向けた課題を共有している。本勉強会は、筆者ら
が運営しており、第 1回は広島大学の大学等における
クラウドサービス利用シンポジウム 2023 で研究教育
のためのクラウド利活用セミナー [1] として、第 2 回

は NII学術情報基盤オープンフォーラム 2023でワー
クショップ「大学 DX勉強会パート 2」[2]として開催
した。本稿では、これまで 2回開催した本勉強会での
議論やアンケート結果等から大学 DX推進に向けた課
題を整理する。

2 高等教育機関におけるクラウド活用に向
けた取り組み
これまで大学等ではオンプレミスのシステムをクラ

ウドで動かすことを優先して構築を推し進めてきた
が、近年ではクラウドの導入が進み、多様なユーザ要
求に機敏かつ迅速に対応することが求められる中で、
クラウドの利活用はクラウド上で優先して動かす「ク
ラウドファースト」の考え方よりも、クラウドの利点



を徹底的に活用する考え方「クラウドネイティブ」に
向かいつつある。
AXIESクラウド部会（以下「本部会」）では、毎年、
クラウドサービスやソリューションにおける検討事項
を同一の尺度で掲載し、比較検討の材料とすることを
目的とした「大学向けクラウドソリューションカタロ
グ」（以下「ソリューションカタログ」）[3]を作成して
いる。
また、国立情報学研究所（以下「NII」）では、我が
国にクラウドを活用した高度な学術情報基盤を整備す
ることを目的として、大学等におけるクラウド導入・
利活用を支援するための活動を進め、「学認クラウド」
[4] として、クラウドの導入から利用までの各段階に
対する 3つの支援サービス（導入支援サービス、ゲー
トウェイサービス、オンデマンド構築サービス）を提
供している。学認クラウド導入支援サービス [5]（以下
「導入支援サービス」）は、大学等がクラウドを導入・
利用する際の課題解決に役立つ情報の共有・流通・共
有を進めるサービスである。
クラウドは DX 推進のインフラとして必須である
が、大学等で、特に初めて導入を検討する際は、クラ
ウドの選択、調達、およびセキュリティの確保が課題
となる。本セッションでは、大学 DX推進に向けての
クラウド導入の課題を議論する。

3 大学 DX勉強会
本勉強会の第 3回を開催するにあたり、これまで 2

回開催した本勉強会での議論やアンケート結果等から
課題を整理する。
3.1 第 1回
第 1回は 2023年 3月に広島大学の大学等における
クラウドサービス利用シンポジウム 2023 において、
広島大学（現地会場）、NII（東京会場）、およびオン
ラインのハイブリッドで開催された。参加者は、広島
会場 53名、東京会場 17名、オンライン 243名、合計
313 名と大盛況であった。前半は、当日の発表順で、
東京会場では 3大学（東北大学、早稲田大学、東京大
学）から 4名、広島会場では 2大学（香川大学、広島
大学）から 3名が、実際の DXの取り組みについて報
告した。概要を以下に示す。

東北大学
現場サイドから DXの取り組みを提案し、ボトム
アップで DXを推進している

早稲田大学

　
図 1 事後アンケート結果：学内の DX を進める上
で特に重要となる要素は何でしょうか（複数回答可）

現場担当者による市民開発で DX を推進しつつ、
担当者を孤立させない体制が重要

東京大学
アンバサダーなど DX推進のコミュニティ拡大の
取り組みを実施

香川大学
アジャイル開発体制を学内に構築し、事業部門と
一緒にシステムを内製

広島大学
市民開発（内製開発）にむけた環境を構築

後半は各会場に分かれて、「大学 DX 推進にむけて
情報部門が果たす（に果たしてほしい）役割は?」、「大
学 DX推進にむけて非情報部門が果たす（に果たして
ほしい）役割は?」、および「大学 DX推進にむけてベ
ンダーやメーカーが果たす（に果たしてほしい）役割
とは?」について議論した後、全体で議論した。
本勉強会の前後に行った質問「DX 推進の課題（今
何で困っているか）をあげてください（複数回答可）」
に対する回答で、「何をすればよいか分からない」は
31% から 13% に大幅に減少した。一方、「人材の教
育・育成」は 62%から 71%に増加した。よって、本
勉強会は、各大学が置かれている状況は異なるにも関
わらず、自大学が何をすべきかを考える場としてうま
く機能したのではないかと考える。
事後アンケート「学内の DXを進める上で特に重要
となる要素は何でしょうか（複数回答可）」に対する回
答結果を図 1に示す。図 1より大学 DXを進めるため
の検討課題として以下 3つが挙げられる。

• 学内マネジメント層によるトップダウンの推進
• 学内利用者・関係者の理解・協力
• DX推進の中心となる人材

よって、上記３つの検討課題についての勉強会を開
催することになった。



3.2 第 2回
第 2回は 2023年 5月に NII学術情報基盤オープン
フォーラム 2023でワークショップ「大学 DX勉強会
パート 2」として、NII（現地会場）およびオンライ
ンのハイブリッドで開催された。参加者は、現地会場
28 名、オンライン 156 名、合計 184 名であった。前
半は、当日の発表順で、現地会場から 4大学（信州大
学、芝浦工業大学、香川大学、東京大学）の 4名が、３
つの検討課題「学内マネジメント層によるトップダウ
ンの推進」、「学内利用者・関係者の理解・協力」、およ
び「DX推進の中心となる人材」の当事者の視点から
実際の DXの取り組みについて報告した。概要を以下
に示す。

信州大学
学内マネジメント層によるトップダウンの推進
（理事・副学長の視点）
地域の DX推進も意識した体制を整備し、経営層
とトップがうまく連携

芝浦工業大学
学内利用者・関係者の理解・協力（部長の視点）
内製開発に取り組んできたことでデータが情報部
門に集約化されていて、DXだからというわけで
はなく日頃からの関係構築が重要

香川大学
DX推進の中心となる人材（現場担当者の視点）
ハンズオンについては学内で自走できる体制を構
築し現場の実働を担うデジタルワンアンバサダー
によって多くの取り組みが実施され、現場で働く
職員にしか気づけない課題を解決

東京大学
DX推進の中心となる人材（現場担当者の視点）
学生が実働を担うユーザサポート体制を構築し、
ユーザが「できること」を増やす＆オンキャンパ
スジョブ

後半は現地会場で議論し、オンライン参加者から
slidoで質問があった 17件には後日該当者が回答した。
当日の議論より大学 DXを進めるための検討課題と
して以下 5つが挙げられる。

• 情報部門以外への DX推進の情報提供
• 情報部門以外へのクラウドに関する情報提供
• 課題解決のための大学間連携
• 情報部門と非情報部門、大学経営層と現場層など
の連携

• 異なる層（大学経営層、ミドルマネジメント層、
現場層）がそれぞれ求める情報の提供

以上より、現場の業務へのクラウド活用が急速に進
みつつあり、本部会が情報を届ける対象も広げる必要
があるのではないかと考える。また、質問内容から実
際に大学で DXを推進している現場の方との情報交換
の場が引き続き求められていると考える。よって、第
3回は本部会のセッションとして開催し、異なる層（大
学経営層、ミドルマネジメント層、現場層）からの視
点で実際の DXの取り組みについて報告および議論す
るとともに、大学 DX推進に向けてのクラウド導入の
課題も議論する。

4 DXの基盤としてのクラウド利用
クラウドは DX 推進のインフラとして必須である

が、大学等で、特に初めて導入を検討する際は、クラ
ウドの選択、調達、およびセキュリティの確保が課題
となる。本セッションでは、大学 DX 推進に向けて
のクラウド導入の課題を議論する。例えば、DX活用
におけるクラウド導入での課題としては以下が挙げら
れる。

• データ活用が重要であるので、データ管理のため
機密性、完全性などの項目が要求要件を満たして
いるか確認が必要。

• 業務遂行の手段としてクラウドサービスが使われ
るので、可用性も要求要件を満たしているか確認
が必要。

• 複数のサービスを組み合わせて利用することが
多いので導入するサービスが REST API などの
サービス同士を連携できる機能を持っていること
が望ましい。その連携機能のセキュリティ要件は
重要なので確認が必要。

議論する上で、参考となる NII および本部会が行
なっている情報提供を以下に示す。
導入支援サービスでは、大学等がクラウドを導入す

る場合の着眼点（信頼性、セキュリティ、契約条件等）
をまとめた「学認クラウドチェックリスト」[6]を策定
し、クラウド事業者による回答に基づくクラウドサー
ビスの検証結果（以下「チェックリスト回答」）を大
学等との間で共有している。このチェックリスト回答
は、クラウドサービスの調査や仕様策定で活用するこ
とができ、クラウド導入にあたっての要件定義でも参
考になる。また、上記の課題として挙げた項目に対応



するチェックリストの項目をチェックすることで要求
要件を満たしているか確認することもできる。
「スタートアップガイド」[7] は、クラウドの導入・
活用に関わる情報をまとめたガイドラインで、クラウ
ドの導入検討や調達に活用することができる。
「高等教育機関の情報セキュリティサンプル規程集
対応チェックリスト」[8]は、「高等教育機関の情報セ
キュリティ対策のためのサンプル規程集（2019 年度
版）[9] （以下「サンプル規程集」）」と「学認クラウド
チェックリスト」のセキュリティに関連する項目を中
心に策定した目的別チェックリストで、各チェック項
目に対応させて、サンプル規程集の要件を満たすため
に有効であると考えられるベストプラクティスを記載
している。
本部会の「ソリューションカタログ」では、教育、
研究、事務支援、情報インフラなどの分野ごとにソ
リューションを示し、関係者が参照できるようにして
いるので、「スタートアップガイド」や「学認クラウド
チェックリスト」と合わせて活用することにより、ク
ラウド導入・利用する際の課題解決に役立てることが
できる。

5 おわりに
本稿では、これまで 2 回開催した大学 DX 勉強会
での議論やアンケート結果等から課題を整理した。ま
た、DX 活用におけるクラウド導入での課題、NII お
よび本部会で提供している情報を示した。
NII は、今後も学認クラウドチェックリストを活用
した大学等のクラウド導入検討を支援するために、ガ
イドライン等の情報提供を拡充していく予定である。
現在、サンプル規程集（2022年度版）[10] 改訂に対応
するため「高等教育機関の情報セキュリティサンプル
規程集対応チェックリスト」の改版中である。また、
大学 DXの進展により、クラウド導入支援の情報提供
から、DXにつながる情報提供が求められていること
から、クラウド利用の「最適化」「DX促進」につなが
る情報提供・共有を強化していく予定である。
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